
 

 

 

 

 

 

運動会を通して 

生活指導主任 永井 将太 

 

２年ぶりの運動会が無事に終了しました。児童 

の頑張り、様子については次面の内容を御覧くだ 

さい。運動会そしてその練習を通して、子供たち 

は大きく成長をしました。学校での成長の一場面 

を紹介します。 

 

本校では、月ごとに生活目標、週ごとに生活目標から考える具体的な目標を立て、 

放送朝会で全校に伝えています。９月の生活目標は「決まりを守って生活しよう」、 

10月の生活目標は「落ち着いて生活しよう」でした。特に生活面の課題としてあがっ 

たのが、廊下歩行についてでした。 

運動会の練習のため、体育館やプール広場での学習が増え、教室を移動する頻度も 

増えました。運動会が近付くにつれ、子供たちの気分も高揚し、急いでしまう場面も 

見られました。日頃から伝えていることではありますが、これを機会に廊下歩行など 

安全な生活についての指導を更に重ねてまいりました。すると、「他のクラスが授業だ 

から静かに歩こう。」「右側を通らないとぶつかるよ。」など、安全を意識して子供たち 

で声を掛け合う場面が見られました。 

安全な生活、互いに気持ちよく生活するために、決まりはもちろん大切です。しか 

し、それが何のためにあるのか、どうして守るべきなのかを考えることができる児童 

を育成したいと考えています。自分一人ではなく、多くの友達、先生と関わって生活 

をします。学校は他者との関わりを多く学ぶことができる絶好の場です。 

 

互いに気を配り、認め合い、気持ちよく生活できる

…そしてそれを言われるのではなく、自分たちででき

るような姿はとてもすてきです。運動会は終わりまし

たが、スローガンにもあった「ワンチーム 全力！必

笑！」を日々の生活でも意識できたら、学校生活もよ

り充実したものになるのではないかなと思います。 
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○「ワンチーム 全力！必笑！がんばろう！」 

１０月２２日（土）に秋季運動会を行いました。制限のある中での運動会でしたが、２年ぶりに運動会を開催す

ることができました。当日は保護者の方々の温かい声援の中、子供たちは大いに力を発揮して頑張りました。子供

たちは行事を通して大きく成長します。どの学年もスローガンのように全力で競技に取り組み、たくさんの笑顔が

見られる運動会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育主任 岩田 純一 運動会を終えて 

１年生 「ツバメ～１８７人それぞれの輝き～」 

      「新時代～夢いっぱい かごいっぱい」 

  小学校で初めての運動会。タイトルのように１８７人

が生き生きと輝いていました。新時代の玉入れでは本

番に一番多くの玉を入 

れることができました。 

ツバメでは体を大きく 

使った踊りと、そのかわ 

いさに見る人全ての心 

をひき付けました。 

３年生 「かけっこ」 

「Rei!Wa!Jump」 

  ８０ｍ走に挑戦した３年生。長い距離を堂々と走り切

りました。表現ではなわ跳びに挑戦！なかなか跳べな 

かった長なわも、グルー 

プで跳び方を考えたり、

友達と教え合ったりする

中で上手に跳べるように

なりました。 

５年生 「短距離走」 

      「大漁！燃えろ！誠之ソーラン！」 

 短距離走はさすがの５年生。100ｍを一瞬で駆け 

抜けました。ソーラン節は３つの地域の踊りに挑戦しま

した。激しい雷光ソーラン、 

楽しいよっちょれソーラン 

そして、全員で取り組ん 

だ迫力のある南中ソーラ 

ン。５年生の団結力は見 

事でした。 

２年生 「ダンシング☆玉入れ」 

      「かけっこ」 

 ２年生も初めての運動会。曲「マスカット」に合わせ

た玉入れは、キレのあるダンスとあまりのかわいさに、 

観覧の５年生も一                                                

諸に踊っていまし

た。かけっこはどの

子の顔も真剣その

もの。ゴールを目指

し、駆け抜けました。 

 

４年生 「誠之タイフーン」 

      「かけっこ」 

 誠之タイフーンは各クラスで練習を重ね、作戦を考え

て臨みました。対戦したのはリハーサルのみ。どこの 

クラスが勝利をつかむか 

ハラハラドキドキの勝負 

となりました。かけっこを 

走るのは３回目。広い六 

義公園運動場を力いっ 

ぱい走り切りました。 

 

６年生 「大玉運び」 

      「虹」 

  小学校生活最後の運動会。６年生は下級生の応

援、自分たちの競技と、全員で運動会を盛り上げてく 

れました。力を合わせて 

つないだ大玉運び。そ

して、虹はみんなのアイ 

デアと笑顔がたくさん 

詰まった素晴らしい表 

現でした。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

先日、１０月３０日に、誠之小学校は、１４７回目の開校記念日を迎えました。周年行事企画として、 

特別活動では、「第８回誠之カルタ大会」を実施しています。子供たちが、遊びながら、読み札を一つ、 

二つと、覚えていく姿が見られます。 

この誠之カルタは、１４０周年の年に計画委員会の児童が中心となって、1 年生から 6 年生までの全 

校児童で作り上げたものです。このときの誠之小学校の先輩達は、１４０周年の節目に当たり、あらため 

て誠之小学校の良さについて考えました。そして、誠之小学校の良さ、自分たちが受け継いできた伝統的 

な行動や心構えなどを、これから先へも伝えていくために、「１００年残る誠之カルタ作り！」をスロー 

ガンにして、読み札となる標語を考えました。 

全校児童から集めた読み札となる標語は膨大な量となり、力作がたくさん集まりました。その中でも、 

様々な内容に触れられるように全体のバランスを取りながら、候補を絞り、検討を進め、一文字一文字に 

ついての読み札を決定しました。 

読み札が決まった後は、１年生から６年生までの全学級に、読み札の絵札を、各担当を割り振りました。

学級毎に、児童が絵札を描き、代表の絵が数点選出されました。そして、その中から選ばれた絵札が、今 

の誠之カルタとなったものです。全児童で取り組み、完成した誠之カルタは、誠之小学校の伝統、先輩た 

ちのメッセージを伝えてくれます。時を積み重ね、変わるもの変わらないも

のがありますが、誠之カルタを通して、大事にしたい心構えなどが、時を超

えて伝わっていることに感動します。 

 

 

 

 

 

 

 



 １１月の行事予定 

  
日 曜 行       事 こどもひろば 

1 火 個別懇談① 4 時間授業 あいさつ指導（6 年生）  

２ 水 避難訓練  

３ 木 文化の日  ○ 

４ 金 委員会 邦楽タイム（５・６年生）  

５ 土  ○ 

６ 日  ○ 

７ 月 個別懇談② 4 時間授業 鼓教室（4 年生）  

８ 火 個別懇談③ 4 時間授業 安全指導  

９ 水 4 時間授業  

１０ 木 就学時健康診断のため 4 時間授業（最終下校 12：2５）  

１１ 金 個別懇談④ ４時間授業  

１２ 土  ○ 

１３ 日  ○ 

１４ 月 誠之カルタ大会（３・4 年生）4 時間授業  

１５ 火 個別懇談⑤（追加分）        4 時間授業  

１６ 水 校外学習＠アモア（2 年生）  

１７ 木 ＴＧＧ（6 年生）  

１８ 金 クラブ活動  

１９ 土   

２０ 日   

２１ 月 社会科見学（4 年生）  

２２ 火 わくわく班活動  

２３ 水 勤労感謝の日  

２４ 木 校外学習＠アモア（２年生）  

２５ 金   

２６ 土   

２７ 日   

２８ 月   

２９ 火   

３０ 水 展覧会①   

※新型コロナウイルスの感染状況によっては、予定変更の可能性もあります。 
 

 

 

 

 

 

１１月の生活目標 『すすんで仕事をする』 

 

月の生活目標  『遊び方を工夫しよう』

 

１１月は「ふれあい(いじめ防止)月間」です。 

「ふれあい(いじめ防止)月間」は、いじめ、不登校、暴力行為などの問題行動の未然防止やその対応にか

かる取組の充実を図ることを目的として設定されています。 

 具体的な取組例 

・いじめに関するアンケート調査を実施する。      ・服装、持ち物、身体の様子などに気を付ける。 

・１日１回、児童一人一人に個別に声を掛ける。     ・掲示物、机の落書きなどの点検をする。 

・「いじめは絶対に許されない」という意識を醸成する。   

・道徳の時間に、「思いやり」「友情」などをテーマとした授業を実施する。 

・ S C
スクールカウンセラー

と情報共有し、予防対応を行う。 


